
⼋尾市情報発信コーナーにおける
市⺠の関⼼を⾼める展⽰等の企画・運営

つよしずし

教育推進部 山田 剛史教授

文学部4年 小山 夏波（なっつ）
文学部4年 池田 楽々（いけちゃん）
文学部3年 清水 翔（しみしょう）
商学部3年 新谷 遼平（しんた）
文学部3年 福中 晴香（はぁちゃん）
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[本⽇のアジェンダ]
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1.つよしずし発⾜の契機

2.現在の活動について

3.苦労したこととその解決策

4.プロジェクトを通して得た学び

1.つよしずし発⾜の契機
〜プロジェクト学習２〜
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プロジェクト学習2 吹⽥市との連携
【概要】
関⻄⼤学⼭⽥剛史先⽣の担当講義
4⼈前後のグループで与えられた吹⽥市の課題の解決策を考える授業
吹⽥市の職員さんから話を聞き・フィールドワークも⾏い、
授業のまとめとしてそれを職員さんに発表・提案を⾏う

【受講⽣の受講動機】
単なる座学ではなく、主体性をもって取り組めそう
実際に⾃治体の⽅と関われそう
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プロジェクト学習2 吹⽥市との連携
【私と吹⽥市の繋がり】
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下⽔道部経営室（2022年4⽉〜7⽉）
「与えられたテーマ」

幅広い世代に下⽔道を知ってもらえるイベントの提案

「提案した解決策」
五感で楽しめるイベントを企画

市⺠部市⺠課（2022年4⽉〜7⽉）
「与えられたテーマ」

若者の年⾦の理解度や認知度を⾼めるためにはどうすればいいか

「提案した解決策」
年⾦⼈⽣ゲームやイメージキャラクターの活⽤を通して
年⾦に親しみやすさを持ってもらう

プロジェクト学習2 吹⽥市との連携
男⼥共同参画センター（2021年4⽉〜7⽉）
「与えられたテーマ」

⼤学⽣へデートDV予防啓発するための⽅法

「提案した解決策」
⼤学内を紫と⽩でライトアップ ・ フォトコンテスト開催

ユースリーダー活動へ
職員の⽅から活動を紹介していただき、現在も継続中。
デートDV予防啓発について吹⽥市内の中学校で出前授業を⾏なっている。
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地域連携センター

⼭⽥先⽣

[プロジェクト学習2 吹⽥市との連携]の受講⽣

つよしずし
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政策企画部、広報・公⺠連携課のお⼆⽅

【⼋尾市との連携プロジェクト参加動機】

•⾃分たちの⼿で実⾏できそう
•地元に貢献したい
•コロナで奪われた学⽣⽣活を取り返す
•とりあえず巻き込まれてみた
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近鉄⼋尾駅 徒歩10分
アリオ⼋尾 2F
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〝⼋尾市情報発信コーナー″
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八尾市情報発信コーナーの存在を
八尾市民に周知させてほしい！

気軽に立ち寄れて

市政情報を取得しやすい環境にしてほしい！！
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2.今⽇までの軌跡
~発⾜から6か⽉のやりとりを~
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現地訪問(6⽉20⽇)

実際に現地を訪れることで
どんなことができるか
イメージを膨らませました。

!今⽇までの軌跡!

初めてのミーティング（6⽉2⽇）

⼭⽥教授、地域連携センターの
職員の⽅、⼋尾市役所の⽅、
メンバーで初めて集まりました。

実際にスタンプラリーに参加(11⽉5⽇)

イベントに参加してみることで
⾃分達がやらなければいけないことの
多さを実感しました。

イベント企画(7⽉〜10⽉)

アリオ⼋尾全体を使った
イベントを企画！
内容盛りだくさんのイベントを企
画しました。

コーナー内イベントへ変更（11⽉14⽇）

やるべきことの話し合いを経て
イベント内容を変更しました。

案の練り直し（11⽉6⽇）

今⼀度⽬的を思い出し、
本当に⼤規模なイベントを
やるべきなのかを話し合いました。

八尾市情報発信コーナーのイベント健康企画・決定

• ⼋尾市情報発信コーナーの中で健康に関する
キーワード集めの開催を決定しました！
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・12⽉〜2⽉ 1つの⾔葉が完成

・問題1問→1つのキーワード

・問題は3週間に２問

↑12⽉に掲載した問題↑



健康⼤作戦実施の様⼦
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第⼀弾の様⼦（12⽉22⽇） 第⼆弾の様⼦（1⽉13⽇）

参加者は約40⼈ 18

・柱に装飾を追加しました！ ・サイネージに私たちの紹介動画を作成して
流しています！

3.苦労したこと、解決策
~壁にぶつかった瞬間~
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苦労したこと

・⾃由だからこそ
⾃分たちでゴールを決めるのが難しかった

・周囲の納得を得て、
⾃分達のやりたいことに協⼒してもらうこと

・全員が同じものを思い描く・共有する

・いいねで意⾒が広がりすぎて
まとまりに⽋けるところがあった

気付いたこと

・⽬的の再確認
・いろんな⼈の意⾒を聞く

・論理的に説明
・何事にも理由を持つこと

・イラストなどを使いながら細かく話しあい
密な連携を取る

・メリットとデメリットを考え、
良いとこどりをする
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4.プロジェクトを通して得た学び
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プロジェクト
を通して成長

したこと

・お互いの得意を把握して補う事が出来た
→個⼈が得意なことを積極的に取り組む

・意⾒が⾔いやすい雰囲気を作れた
→学年や⽴場に関係なく意⾒を⾔うことの⼤切さ

・論理を持って⾏動することの重要性
→⼈に協⼒してもらうためには1つ1つの考えに根拠を持つこと
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プロジェクトを通じ
て得た喜び

・学⽣という⽴場で市役所の⽅と何度も意⾒を交わす場所があったこと

・⾃分たちで⾃由にアイデアを作れたこと
→創造したものに賛同していただき実際に⾏動に移せた時

・⼋尾市についてたくさん知ることが出来たこと

・コロナ禍になり⼈との交流が少なくなっていた中で
学年や専攻などのバックグラウンドが全く違うメンバーと交流出来たこと
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ご清聴
ありがとうございました！
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ぜひ情報発信コーナーに⾜を運んでみてください！
ご意⾒・ご要望お待ちしております！


